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図 11: 密閉素材の違いによる圧力の比較．Cは市販の

針 (40 mm)を B−1，B−2と同様に曲げた時の結果．

3 活動期間中の生活

今回はホームステイのように一般家庭の寝室を借りる

方法で２ヶ月滞在した．最初に困ったのは移動手段で，

滞在先から SLACまで行くのにバス停まで 20分と遠く，

本数も少ないことであった．そこで自転車を購入したの

だが，期間中２回パンクしたりと大変だった．一方バス

や電車での移動では自転車を載せるためのスペースがあ

り，日本よりも自転車での遠出に向いていると感じた．

渡航期間中にはアメリカ独立記念日があり，滞在先の

方がパレードやホームパーティに連れて行ってくださっ

た．パレードでは警察や軍，ゴミ収集車から地元のサッ

カーチームやクラシックカーの愛好家まで参加していた．

またパレードに付随して屋台や服飾の市が立っており，

市民のためのお祭りなのだと感じた．パレードの後の

ホームパーティでは近所の人が集まってメキシカンフー

ドを食べながら談笑していた．おすすめの観光地や食べ

物を教えてもらい，私も自分がどんな研究をしてるかな

どを話した．夜には打ち上げ花火が上がり，パーティー

に来た子供たちも庭で花火をしていた．

4 今後の抱負

今回の研修を通して，普段の自分の研究で参加してい

るBelle II実験とは異なる実験に参加することができた．

これにより普段の研究生活ではおこなうことのなかった

画像解析やアイダイアグラムの測定方法などを知ること

ができた．今回の滞在では今後の研究で私自身の幅を広

げてくれるよい経験になった．

所内に実験室や居室が分散している上，臨時の学生や

技術者を含めた数多くのスタッフが所属し直接コミュニ

ケーションを取るのが大変な中，受け入れ先の教授であ

る Charles Young氏が頻繁に研究所内を周り学生やス

タッフとコミュケーションをとっている姿が印象的だっ

た．加えて外で昼食やパーティーをしながら議論するな

ど，こまめにコミュニュケーションを取る生活を送った．

また居室で私の隣にいた博士学生の Jannicke Pearkes氏

の元にはひっきりなしに学生が訪れ，解析の手法などに

ついて議論していた．今後は自分がこうした存在になれ

るよう，研究室のメンバーと今まで以上にコミュニケー

ションを取りたい．
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今回の渡航にあたっては数多くの人にお世話になり

ました．渡航前には指導教員や所属研究室の先生方に

ご理解いただき，大学の許可を得ることができました．

COVID−19の影響で２年間渡航ができずCharles Young

氏には長期に渡りお忙しい中，受け入れを延期していた

だきました．また渡航中は Charles Young氏だけでな

く，本文で述べた研究を共におこなった Eric Miller氏

や Alex Wang氏には根気強く実験にお付き合いいただ

いたことを感謝申し上げます．研究面だけでなく所内を

案内していただいた Su Dong氏や学生内でのイベント

に積極的に誘っていただいた Jannicke Pearkes氏にも感

謝したいです．長橋なおみ氏にはアメリカでの生活で役

立つ助言を数多くいただき，大きなトラブルもなく過ご

すことができました．アメリカの生活に不慣れで迷惑を

かけることもあったが，滞在先やそのご家族にも感謝を

述べたいと思います．このほかにも受け入れ研究室のス

タッフ，学生方には滞在期間中大変おせわになりました．

ありがとうございました．最後に今回２ヶ月の長期に渡

り送り出してくれた家族にも感謝したいと思います．
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1 はじめに 

計測システム研究会は計測システムという物理実験の共

通項に焦点をあて，実験分野を問わず計測システム開発に

従事している研究者が一堂に会し議論する研究会です。今

年度も「計測システム研究会 2022@J-PARC」[1]を 2022 年

11 月 17 日-18 日に KEK 東海キャンパス 東海 1 号館にて開

催することができました（図 1）。私が中心となって開催す

るようになってから 3 回目であり，通算で 10 回目の開催で

す。高エネルギーニュースでも 2 回取りあげていただいて

おり，研究会の特色等については過去の記事を参照してい

ただければと思います[2][3]。本報告では研究会のハイライ

トと議論の内容について報告いたします。 

 

 

2 研究会の内容 

2.1 本年度の開催結果 
本研究会は成果報告だけでなく，困難や問題点の共有，

それを元にした議論を中心としています。そのため，対面

による議論が重要視されるのですが，COVID-19 蔓延後は

対面と Zoom によるハイブリッド形式を採用しています。

本年度は 67 名の参加者のうち 28 名が現地参加でした。ハ

イブリッド形式の場合 Zoom によって気軽に参加出来るた

め参加者は増えるのですが，Zoom 参加者からの質問や議論

の発言は少なく，議論を中心としている本研究会では趣旨

とあっていない面があります。ハイブリッド形式をやめ以

前通り対面のみとするべきかどうか，今後の検討課題であ

ると感じます。 

今年は J-PARC 開催であったため多くの J-PARC 関係の講

演がありました。24 講演のうち J-PARC 関係（素核，μSR，
中性子，加速器）が 11 講演，残り 13 講演が素核実験や放

射光実験，および汎用 DAQ システムについてでした。民間

企業の方にも講演していただいており，この研究会の範囲

の広さがうかがえます。どの講演も興味深くまた内容も多

岐にわたるため全てをここで紹介する事は出来ませんが，

何点か個人的に記憶に残った話題を挙げたいと思います。 

 

2.2 研究会のハイライトと議論 
今回 J-PARC MLF と加速器の方から，既存のシステムの

更新を仮想化技術や SoC を使って行うという講演がありま

した。長年にわたり保守を続ける共同利用施設の方にとっ

ては興味深い内容だったと思います。どちらも元々あった

物を最新の技術を使って簡素にする，というアイデアでし

た。簡素で人的・金銭的コストが低いという点は，開発時

にはアピールしづらい点ですが保守においては重用です。 

「データ収集システムはどこまで共通化できるのか？」と

いう副題で，2022 年度に新たに立ち上がった SPADI 
Alliance[4]の紹介がありました。SPADI Alliance は DAQ シ

ステムの標準化・共通化を当初から掲げています。本研究

会は Open-It[5]の活動の一環であり，Open-It では開発のサ

ポート，教育，および情報共有に力を注いできましたが，

標準化・共通化については議論されてきませんでした。 

データ収集システムを一部でも共通化していこうという

動きはコライダー実験にも見られます。本研究会でも，Belle 
II 実験の DAQ アップグレードに LHC 実験用に開発された

PCI-express アドインカード（PCIe40）を利用するという講

演がありました。データ収集システムは実験毎に少しずつ

要求が違う事はあれども，基本的にやらなければならない

図 1 研究会集合写真。 
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仕事は共通しています。巨大実験と小規模実験とで何か共

通化できる部分もあるはずです。 

先ほどの保守の話題とあわせて考えてみると，標準化・

共通化を進める事で個別に保守をするコストが削減でき，

また長期にわたる組織的な保守につなげる事が出来ること

ができます。10 年にわたり開発のサポートを続けてきた

Open-Itと近年立ち上がった新しい枠組みを連携ないし融合

させ，新しいステージへ移行する時期であると感じました。

本研究会には多くの若手研究者が参加していましたが，私

を含め若い世代がそのような新しい動きの中心になること

が出来ればと思います。 

他にもたくさんの興味深い講演がありました。全ての講

演スライドは研究会のウェブページ[1]で公開しております

ので，是非ご覧になってください。 

 

2.3 計測システム研究会 2020 からの取り組み 
2年前にこの研究会で汎用MPPC読み出しASICを国内で

開発できないか，という事について議論をしました[3]。そ

の後の経過について報告いたします。2 年前の研究会後，

新しい ASIC を開発するプロジェクトを立ち上げ実際に開

発を進めました。KEK E-sys 宮原氏が開発した新 ASIC，
YAENAMI は MPPC 信号の整形増幅とバイアスの調整機能

だけでなく，125 MSPS の ADC を内蔵した 8ch 入力の波形

デジタイザ ASIC です。本研究会では YAENAMI の性能と

新回路基板の開発状況について報告しておりますので，興

味のある方は是非講演スライドをご覧になってください。 

 

3 謝辞 

講演者の皆様には本研究の趣旨に賛同していただき，ま

た興味深い講演をしていただいたことに感謝いたします。

また，本研究会は J-PARC センター主催で開催されており

ます。開催にあたりご尽力いただいた J-PARC センター長

を始めとする職員の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

計測システム研究会 2022 世話人 
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